















火入れの有無と耕作年数の違いの 2 点に着目し評価した。 
 調査地はザンビア東部州ムウェルワ村で、年平均降水量 792 mm、年平均気温 24℃であ
り明瞭な乾季と雨季がある。試験区は土壌中の全窒素含量が均一な土地を選び、48 m×31 
m を 1 区とし耕作 1 年目・耕作 2 年目を各 3 連設置した。火入れは各区内でパッチ状に行
った（Fig. 2）。耕作 2 年目の区では 2007 年に木本を分けず、耕作 1 年目の区では 2008 年
に高木・低木に分けて火入れを行った（Table 1）。土壌は 2008 年の雨季前に 0-15 cm 深で
採取したが、不耕起で行われる耕作 1 年目の火入れ区のみ 0-5, 5-10, 10-15 cm 深で採取し
た。測定項目は土壌中の易分解性有機物量・窒素無機化量・可給態リン量とトウモロコシ・
雑草の乾物重である。 




 耕作 2 年目の火入れ区で土壌中の無機態窒素量は 1 年目より減少したが、耕作 2 年目の
火入れなし区よりも高かった。可給態リンは火入れ区の耕作 1 年目・2 年目で変化せず、
依然高い値を示した。収量はこれを反映し（Fig. 3）、2 年目の耕作で収量は 1 年目より減
少するものの火入れなし区より依然高く、火入れによって少なくとも 2 年間増収すること
がわかった。火入れなし区では土壌の中の窒素無機化量・可給態リン量が 2 年目に増加し
たにもかかわらず収量は増加しなかった（Fig. 3）。2 年目で雑草量がトウモロコシ生育後
期に増加したため、本研究では収量増加がみられなかったと考えられる。 
